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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年9月6日(2013.9.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性懸濁液Ａと、組成物Ｂとを含む組合せであって、前記水性懸濁液Ａが、
　・（ｉ）リチウムインサーション材料、
（ｉｉ）電子伝導体
から選択される２種の材料の一方と、
　・（ｉｉｉ）少なくとも１種のアミノ官能性カチオン高分子電解質とを含み、
　前記リチウムインサーション材料が、
　・ＬｉＭ2Ｏ4型スピネル構造を有する遷移金属酸化物(式中、Ｍは、ＭｎおよびＮｉに
よって形成される群から選択される金属原子の少なくとも１種を含む金属原子である)と
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、
　・ＬｉＭＯ2型ラメラ構造を有する遷移金属酸化物(式中、Ｍは、Ｍｎ、ＣｏおよびＮｉ
によって形成される群から選択される金属原子の少なくとも１種を含む金属原子である)
と、
　・ＬｉＦｅＰＯ4などのかんらん石構造を有するポリアニオン性骨格を有する酸化物と
からなる群から選択され、
　前記アミノ官能性カチオン高分子電解質が、ポリ（アリルアミン塩酸塩）（ＰＡＨ）、
ポリ（ジアリルジメチルアンモニウムクロリド）（ＰＤＤＡ）、ポリ（ビニルピリジン）
（ＰＶＰｙ）、ポリアニリン（ＰＡＮｉ）、ポリエチレンイミン（ＰＥＩ）およびポリ（
Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムエチルアクリレートクロリド）、ならびにこれらの
混合物から選択され、
　高分子電解質の量が、Ａ中に存在する材料（ｉ）または（ｉｉ）の量の１×１０-5～５
質量％であり、
　粉末の形であっても、または水中の懸濁液の形であってもよい前記組成物Ｂが、（ｉ）
および（ｉｉ）から選択される前記２種の材料の他方を含むことを特徴とする、組合せ。
【請求項２】
　前記リチウムインサーション材料が、リチウム合金、酸化リチウム中のリチウム合金の
ナノディスパーション、カーボン、黒鉛、リチウムチタンスピネルＬｉ1+yＴｉ2x-x/4Ｏ4

（０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１）、リチウムおよび遷移金属窒化物、酸化チタンからなる群か
ら選択される、またはこれらの材料の１つの混合物であることを特徴とする、請求項１に
記載の組合せ。
【請求項３】
　前記電子伝導体は、導電率が２５℃で１Ｓ・ｃｍ-1よりも高い材料であることを特徴と
する、請求項１に記載の組合せ。
【請求項４】
　前記電子伝導体の粒径分布が、前記インサーション材料の粒径分布よりも小さいことを
特徴とする、請求項１に記載の組合せ。
【請求項５】
　前記電子伝導体は、比表面積が１０ｍ2・ｇ-1よりも大きい材料であることを特徴とす
る、請求項１に記載の組合せ。
【請求項６】
　前記電子伝導体が、カーボンブラック、活性炭およびこれらの混合物によって形成され
る群から選択されることを特徴とする、請求項１に記載の組合せ。
【請求項７】
　高分子電解質量が、Ａ中に存在する前記インサーション材料（ｉ）および前記電子伝導
体（ｉｉ）から選択される材料の量の１×１０-3～１質量％であることを特徴とする、請
求項１に記載の組合せ。
【請求項８】
　前記電子伝導体（ｉｉ）が、前記インサーション材料（ｉ）、前記電子伝導体（ｉｉ）
、および前記アミノ官能性カチオン高分子電解質（ｉｉｉ）の３つの成分の総質量の１～
１０質量％を占めることを特徴とする、請求項１に記載の組合せ。
【請求項９】
　前記電子伝導体（ｉｉ）が、前記インサーション材料（ｉ）、前記電子伝導体（ｉｉ）
、および前記アミノ官能性カチオン高分子電解質（ｉｉｉ）の３つの成分の総質量の１～
５％を占めることを特徴とする、請求項１に記載の組合せ。
【請求項１０】
　インサーション材料（ｉｉ）の量が、前記インサーション材料（ｉ）、前記電子伝導体
（ｉｉ）、および前記アミノ官能性カチオン高分子電解質（ｉｉｉ）の３つの成分の総質
量の７０～９９質量％であることを特徴とする、請求項１に記載の組合せ。
【請求項１１】
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　インサーション材料（ｉｉ）の量が、前記インサーション材料（ｉ）、前記電子伝導体
（ｉｉ）、および前記アミノ官能性カチオン高分子電解質（ｉｉｉ）の総質量の３つの成
分の８５～９９質量％であることを特徴とする、請求項１に記載の組合せ。
【請求項１２】
　前記組成物Ｂが、
　－分散剤と、
　－合成アニオン高分子電解質と
　から選択される１種または複数種の成分をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記
載の組合せ。
【請求項１３】
　前記合成アニオン高分子電解質が、スルホン酸基および硫酸エステル基を有することを
特徴とする、請求項１２に記載の組合せ。
【請求項１４】
　前記分散剤が、非イオン界面活性剤の群から選択される材料であることを特徴とする、
請求項１２に記載の組合せ。
【請求項１５】
　分散剤の量が、Ｂ中に存在する前記インサーション材料（ｉ）および前記電子伝導体（
ｉｉ）から選択される材料の量の１×１０-5～２５質量％であることを特徴とする、請求
項１２に記載の組合せ。
【請求項１６】
　分散剤の量が、Ｂ中に存在する前記インサーション材料（ｉ）および前記電子伝導体（
ｉｉ）から選択される材料の量の１×１０-3～５質量％であることを特徴とする、請求項
１２に記載の組合せ。
【請求項１７】
　アニオン高分子電解質の量が、Ｂ中に存在する前記インサーション材料（ｉ）および前
記電子伝導体（ｉｉ）から選択される材料の量の１×１０-5～５質量％であることを特徴
とする、請求項１２に記載の組合せ。
【請求項１８】
　アニオン高分子電解質の量が、Ｂ中に存在する前記インサーション材料（ｉ）および前
記電子伝導体（ｉｉ）から選択される材料の量の１×１０-3～１質量％であることを特徴
とする、請求項１２に記載の組合せ。
【請求項１９】
　請求項１に記載の前記組合せの組成物ＡおよびＢの混合物から得られる組成物であって
、少なくとも、
　（ｉ）リチウムインサーション材料と、
　（ｉｉ）電子伝導体と、
　（ｉｉｉ）アミノ官能性カチオン高分子電解質と、
　前記アミノ官能性カチオン高分子電解質が、ポリ（アリルアミン塩酸塩）（ＰＡＨ）、
ポリ（ジアリルジメチルアンモニウムクロリド）（ＰＤＤＡ）、ポリ（ビニルピリジン）
（ＰＶＰｙ）、ポリアニリン（ＰＡＮｉ）、ポリエチレンイミン（ＰＥＩ）およびポリ（
Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムエチルアクリレートクロリド）、ならびにこれらの
混合物から選択されることと、
　（ｉｖ）水と
を含むことを特徴とする組成物。
【請求項２０】
　増粘剤および結合剤から選択される少なくとも１種の化合物を、化合物である前記イン
サーション材料（ｉ）、前記電子伝導体（ｉｉ）、および前記アミノ官能性カチオン高分
子電解質（ｉｉｉ）の３つの成分の総質量の０～１０質量％の量でさらに含むことを特徴
とする、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
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　その乾燥抽出物が乾燥前の組成物の質量の２５～７０質量％であることを特徴とする、
請求項１９または２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　請求項１９に記載の組成物を調製するための方法であって、
（ａ）
　－前記アミノ官能性カチオン高分子電解質（ｉｉｉ）を水に溶解させ、その後、
　－（ｉ）インサーション材料および（ｉｉ）電子伝導体から選択される第１の材料を導
入する少なくとも２つのステップで組成物Ａを調製するステップと、
（ｂ）組成物Ｂを調製するステップと、
（ｃ）前記組成物ＡおよびＢを混合するステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２３】
　前記組成物Ｂが溶媒と、分散剤および／またはアニオン高分子電解質から選択される化
合物とを含む場合に、ステップ（ｂ）において、少なくとも
　－前記分散剤および／または前記アニオン高分子電解質を前記溶媒に溶解させるステッ
プと、その後、
　－（ｉ）インサーション材料および（ｉｉ）電子伝導体から選択される第２の材料を導
入するステップと
を含むことを特徴とする、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　複合電極を作製するための方法であって、
　１－請求項１９に記載の組成物が、請求項２２に記載の前記方法に従って作製され、
　２－前記組成物が集電体に塗布される
ことを特徴とする方法。
【請求項２５】
　前記組成物が、コーティングによって、またはスクリーン印刷によって前記集電体に塗
布されることを特徴とする、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　請求項１９に記載の組成物の層をその上に堆積させた集電体を備える電極。
【請求項２７】
　前記集電体が、カーボンまたは金属に基づく固体または穿孔ストリップなどの、２次元
電気伝導支持体であることを特徴とする、請求項２６に記載の電極。
【請求項２８】
　請求項２６に記載の電極を備える電気化学デバイス。
【請求項２９】
　前記電解質は、そのカチオンが少なくとも１つのリチウムイオンを含有する塩の非プロ
トン性溶媒中の溶液であることを特徴とする、請求項２８に記載の電気化学デバイス。
【請求項３０】
　自動車または携帯用電子機器における、請求項２８に記載の電気化学デバイスの使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　・リチウムに基づくインサーション材料（ｉ）および電子伝導体（ｉｉ）である、電極
の２種の材料の一方と、少なくとも１種のアミノ官能性カチオン高分子電解質（ｉｉｉ）
とを含み、高分子電解質の量が、Ａ中に存在する材料（ｉ）または（ｉｉ）の量の１×１
０-5～５質量％、好ましくは１×１０-3～１質量％である水性懸濁液Ａ、
　・粉末の形であっても、または溶媒懸濁液、有利には水性懸濁液の形であってもよい組
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成物Ｂは、（ｉ）および（ｉｉ）から選択される電極の他方の材料を含む。


	header
	written-amendment

